
大学図書館トップページのガイドライン
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抄録：大学図書館のトップページは，自然発生的に出現したが，掲載内容が増え，複雑化する大学図書館サ

イトを整理する役割が強まる一方，利用者を惹き付ける工夫も必要となってきた。大学図書館の顔として個

性的でなければならないが，標準的な構成も求められると考え，「ガイドライン」の形で試案を作成した。

検討に当たり，これまでの調査事例を踏まえ，国内外の大学図書館サイトを通覧し，国内の大学図書館のト

ップページの分析を行った。その結果に基づいて，「構成」，「内容」，「表示・レイアウト」，「技術」の大き

な分類のもと，優先度を付した28項目からなる「大学図書館トップページのガイドライン」を作成した。
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1．はじめに

　大学図書館において，インターネットは言うまで

もなく業務に欠かせないツールとして広く普及して

いる。とりわけ，大学図書館が情報を発信する場と

して，ウェブサイトの重要性は高まる一一方である。

　日本でウェブページの作成が一般化したのは，

1994年頃からである。大学は，企業や官庁などより

も早くからインターネットに接続していたため，大

学図書館のウェブページも比較的早くから作られて

いた。1994年7月に開かれた「第23回jusUNIXシ

ンポジウム」で千葉大学の檜垣泰彦らが発表した

「一千葉大学附属図書館の利用者のための情報システ

ム（culis）」1の予稿に，「このようにgopher，WWW

を利用してインターネットヘ情報公開を行っている

図書館は千葉大学附属図書館が日本では初めてであ

ると思われる」という記載があり，千葉大学附属図

書館が日本で最初にウェブページを作った図書館と

みなすことができる。

　当初，ウェブサイトやトップページといった概念

はなく，与えられたサーバーに自発的に，また個別

的に作られたウェブページの集合体が存在していた

に過ぎない。しかし，次第に管理者が決められたり，

委員会が作られたりして，組織的な対応がなされる

ようになった。一時は行き過ぎて，「オフィシャル」

なべ一ジの内容を厳格に定めようとしたり，ウェブ

ページのデザインやロゴを統一しようとする動きも

あったが，最近では，組織内の各部門のサイトは，

比較的自由に作成されるようになった。…・方では，

広島大学のように，ユニヴァーシティ・アイデンテ

ィティ（Ul）活動に取り組み，ロゴタイプやシンボ

ルマーク，カラーなどの視覚的要素を全学で共通化

しようとする例もみられる。

　また，「ホームページ」という語は，ウェブサイ

トとトップページの両方を示すので曖昧であるとさ

れ，使用が避けられる傾向にある。

　さて，1997年には，国内の大学図書館の三分の一

を超える191館が独自のウェブページを持ってい

た。その後の推移は，図1に示すように急速な増加

を示し，2004年には9割近い610館がウェブページ

を持つに至っている。なお，この間に大学数は555

校から690校と135校増えている2≡。

　大学によって図書館のウェブページの状況は異な

る。サービス案内だけのぺ一ジしかない図書館から

電子図書館機能を備えた巨大なサイトまで様々であ

る。大学全体でサイトの作成と管理を委託したり，

図書館用パッケージをそのまま利用したりする例も

あるが，大多数は，独自のサーバーを持ち，図書館

員により作成，維持されているとみられる。

　ウェブサイト作成業務が外部に委託される場合で

も，日々の管理は図書館員自身が行う必要がある。

しかし，図書館員がウェブサイト構築に関して専門

知識を有しているとは限らない。また，ウェブサイ

ト構築を委託されるすべての業者が，図書館に対し

深い理解があることを望むのも難しい。利用者にと

って使いやすく，また図書館員が作成・管理しやす

いウェブサイト構築のためには，ある程度の基本的

な指針が必要であると考えられる。特に，トップペ

ージを作り替える際には，他の図書館サイトの例を

調べることが行われている。

　こうした状況で，「大学図書館トップページのガ

イドライン」3一（以下「ガイドライン」とする。指針

の全文は表3）には」定の二一ズがあると考え，作

成を試みることとした。

　ガイドライン作成にあたっては，大学図書館の蔵

書やサービスをどのように整理して提示するかにつ

いて検討した。利用者がウェブサイトを評価する基

準は様々であるが，トップページとしてはそれぞれ

の図書館の独自性を示しつつ，一定の標準的な項目
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図1　国内大学図書館ウェブページの動向

を掲載し，共通した内容，レイアウト，技術を用い

る必要があると判断した。
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2．「大学団害館トップページのガイドライン」作成

の経緯

　大学図書館のトップページを作成する際に，まず

トップページの目的から掲載内容やデザインなどを

考えていくアプローチがある。

　大学図書館のトップページは，言うまでもなく複

数の目的を持っている。図書館サイトの目次の役割

を担う一方，その図書館の「顔」でなければならな

いとされる。しかし，図2のように，大学図書館ト

ップページの利用者は，サイト内から，あるいはサ

ーチエンジンによる検索，リンク集，大学のトップ

ページなどから辿ってくるのであり，大学について

調べている受験生から特定のぺ一ジを探す学内利用

者まで様々であって，大学図書館トップページの目

的を幾つかに絞ることはできない。細かく列挙する

のは，煩雑となるだけである。企業や団体のウェブ

サイトのドッブページの意義や目的は，その構築，

維持にあたる人々の問で漠然と共有されていると考

えられ，これは大学図書館でも同じである。

　そこで，まず，既存の文献と多数の大学図書館ト

ップページを調査することにより，ガイドラインの

骨格を作る方法を採った。

　これまで，大学図書館サイトを扱った文献は，国

内外に数多くあるが，ほとんどは，丁乃e舳〃ry

W。パのような事例報告である。多数の大学図書館

のトップページを調査し，その掲載内容を比較した

ものにストーパーとツィンクヨ＝，コーヘンとスティ

ルいの報告がある。その一つである133館を調査し

たトルッパネンら7jは，トップページの掲載内容を

ナビゲーションツール，図書館についての情報，情
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　図2　大学図書館トップベージヘのアクセス経路

報サービス，検索フォーム，図書館の方針，図書館

内の各部門のぺ一ジ，リンク，利用案内と資料案内

などに大別し，これらを構成する要素の掲載館数を

集計している。ソング島「は，2003年にウェブサイト

作成マニュアルで，図書館サイトの内容として，図

書館についての情報，内部の情報源，外部情報源，

図書館サービス，利用者援助，その他の情報源をあ

げている。

　以上のような文献調査を行う一方で，各種のリン

ク集（URLリスト参照）を利用し，内外の数百の大

学図書館トップページを調査した。調査は，まずガ

イドライン作成者それぞれの視点で構成やデザイン

が優れていると感じる大学図書館トップページを紹

介し合い，優れていると感じた根拠を議論すること

から始めた。その結果，大学図書館ウェブサイトの

目的を（1）図書館の持つ情報源やサービスを体系

的に紹介する（2）図書館まで出かけなくても目的

が達せられるよう，図書館の代替機能を提供する

（3）図書館の存在や能力をアピールする，の3点

にあるととらえ，トップページはウェブサイトの目

次（メニュー）であり，構成やデザイン等により訴

求力を高める機能を持つものであると位置付けた。

この観点をもとに，何を以って良いと判断するかに

ついてさらに議論を重ね，それらの共通点を抽出し

て項目のグループ化を行った。

　指針のスタイルに関しては，富士通ウェブ・アク

セシビリティ指針9「を参考にし，優先度をつけた。

　なお，作成者は，慶鷹義塾大学大学院文学研究科

図書館・情報学専攻に開設された，現職図書館員を

対象としたコースに所属する大学図書館員である。

大学図書館ウェブサイトを実際に作成する側であ

り，同時にウェブサイトのヘビーユーザーでもある

という立場を，ガイドライン作成に活かすよう努め

た。
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3．「大学団害館トップページのガイドライン」解説

3．1　概要

　このガイドラインは，「構成」4項目，「内容」10

項目，「表示・レイアウト」7項目，「技術」7項目，

の合計4グループ，28項目からなる。

　まず「構成」で大学図書館サイトの掲載内容の分

類型を示し，「内容」で，分類とは別にトップペー

ジに表示することで，ウェブサイトがより使いやす

くなるような項目を取り上げた。「表示・レイアウ

ト」ではデザイン面の指針を示し，最後に利用環境

やメンテナンスに関わる「技術」に触れている。

　各項目には優先度1または2を設定し，大学図書

館トップページとして備えておくべき基本的な情報

や機能は優先度1とした。図書館や図書館資料の利

用という観点から見て必須でないものは優先度2と

したが，適用すれば，より利用価値の高いトップペ

ージとなることが期待される項目である。

3．2　「構成」と「内容」

　「構成」と「内容」については，実際の大学図書

館トップページの現状と比較しながら紹介したい。

ウェブサイトの構築に熱心な大学図書館は数多い

が，ここでは，歴史があり，大規模な蔵書を持つ大

学を中心に，設立母体刑に20の大学図書館のトッ

プページの構成を調査し（URLリスト参照），「構成」

との比較を表1，「内容」との比較を表2にまとめ

た。

　各大学において学内の複数の図書館や学術情報シ

ステム全体のトップページと中央図書館（およびそ

れに類する館）のトップページとが別になっている

場合は，項目のより充実しているものを，その大学

図書館を代表するドッブページとして調査の対象と

している。

3．2．1「構成」

　利用者が大学図書館サイトから得ようとする情報

の性質から，掲載内容を「ユ：図書館資料」「2：

利用案内」「3：サービスー覧」「4：図書館紹介」

の4つに分類した。これを現状と比較すると表1の

ようになる。

　「1：図書館資料」については，現状では「蔵書

検索／データベース／電子ジャーナル」といったよ

うに，さらに細かいグループに分けているところが

多い。大規模な図書館の場合，所蔵コレクションも

多岐に渡るため，各図書館が必要に応じて細かくグ

ルーブ化することは自然であろう。このような実情

を踏まえ，各図書館の状況に合わせて柔軟に適用で

きるよう，ガイドラインでは図書や雑誌，視聴覚資

料，電子化資料など，あらゆるメデイアを含めるこ

ととし，メディア別などの細かな分類は避けた。

oPACや文献探索案内などの資料探索ツールも，図

書館資料と一体を成すものとしてこの分類に含めて

いる。蔵書検索を学内と学外とに分けているところ

もあるが，同様の理由で，ここでは特に区別してい

ない。

　「2：利用案内」は，貸出冊数・期間や開館日・

開館時間など，現状でも内容はほぼ共通していると

言える。学外者向け利用案内や交通案内，施設案内

などが別項目になっているところもあるが，来館し

て利用するときに必要な情報であるという点で共通

することから，ガイドラインではこの分類に含めて

いる。

　「3：サービスー覧」は，独立した項目となって

いるところは現状ではあまり見られない。ウェブペ

ージからのILLや複写の申込が独立した項目として

立てられていても，サービス内容の説明は利用案内

など他の項目の下に含められている場合が多い。し

かし利用する立場に立った場合には，サービスの案

内と申込画面とは同一の分類の下にある方がわかり

やすいと思われる。オンラインを含めた「サービス

ー覧」として，独自にグループ化することが必要で

あろう。

　「4：図書館紹介」については，ほとんどの図書

館トップページで項目が設けられている。「1：図

書館資料」や「2：利用案内」ほど利用に直結する

情報ではないため優先度は2としたが，項目名を

「広報」としている図書館がいくつかあることから

もわかるように，活動内容をアピールする上で重要

な項目である。現状でも，図書館概要や図書館報だ

けでなく，各種報告書や図書館が発行した文献調査

ガイドの掲載など，各大学の独自性が発揮されてい

て興味深い。

3，2．2　「内容」

　掲載内容のうち，「構成」にあげた分類とは別に

独立してトップページに表示することで，ウェブサ

イトがより使いやすくなるような項目を取り上げ

た。「5：ニュース」「6：大学トップベージヘのリ

ンク」は表2のすべての図書館トップページで項目

があり，「9：学内のほかの図書館へのリンク」も，

ほぼすべての図書館でトップページからのリンクが

ある。これらの項目の必要性については，大学図書

館側に広く認知されているものだといえるだろう。

学習，教育，研究を支援するという大学図書館の役

割からも，これらの項目は大学図書館トップページ

に不可欠である。「13：大学のシステム部署へのリ

3
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表1 国内大学図書館トップページの現状調査（「構成」）

指針 図書館資料

優先度

北海道大学附属図書館 O（蔵書検索／電子情報
サービス／資料案内〕

東北大学附属図書館 ○（情報検索）

東京大学総合図書館 O（蔵書検索／コレクショ
ン〕

名古屋大学附属図書館 ○（文献検索ノ電子ジャー

ナル／電子コレクション／

0PAC）

京都大学附属図書館 O（蔵書検索ノ電子図書館ノ

学内向けサービス／
＊附属図書館干1」行物等

（文献調査・利用ガイド））

∴ニニ墳ギ｛

2　利用案内 3　サービ

○（オンライ

＊利用案内）

図書館紹介

○（MyLibrary）

O（不■」用案内ノ館内案内） △（＊利用案内）

（広報・刊行物）

一∴
　　　　　　　■　　　　　　一　　　　一　　一

　　　　（図書館概要）

　　　　（総合図書館について〕

O（上部タブノ学内分館＆
各図書室情報）

一・（広融長のぺ一シ）

O（＊学外者の方へ／
＊附属図書館案内）

各分館の下 ∵二

○（附属図書館案内／

≡附属図書館刊行物等）

○（広報）

認，電子シャーナ
q化コレクション） ∴九州大学附属図書館 Se用ices） ○（＊Guides） 10（＊Sewices／＊Guides

i図書購入依頼））

一○（＊Guides）

東県都立大学付属図書
ﾙ

○（蔵書検索備報検索） O（図書館案内） ○（＊図書館案内ノ各種依 ○（＊図書館案内）

横浜市立大学学術情報
Zンター

O（＊利用案内臓書検索ノ
送ｿ案内／オンライン情
�沚�ﾘ料案内）

○（利用案内／＊学一ピス柿民，学夕

ﾒの皆様）

名古屋市止大学総合情
�Zンター

○（＊図書館サービス（蔵

糟沚�jノデータベースノ

d子ジャーナル／＊各種
﨣�ｹへのリンク（国内
OPAC））

　　　　　　　　　■宦i＊図書館サービス）

　　　　　　　　十@　　　　用案内／＊学内　　O（＊資料案内）

@　　　ビス）

@　　　　　　　　　÷@○（＊図書館サービス）　O（＊図書館サービス／
@．　　　　　　　　　　総合情報センターについ
@　　　　　　　　　　　　て）

Q　　＿　．二　　　　＿　△（＊利用案内）

大阪市立大学学術情報
麹㏍Zンターライブラ
梶[サービス

O（蔵書検索鷹子図書館
Tービス）

○

早稲田大学図書館 ○（情報検索臓書検索／

搓㈹沚�ﾏB，電子ジャー
iル腰示・イベント情
�j

○ Libra㎡esの各図書館の下 O（＊利用案内ノ図書館

ｧ行物）

慶鷹義塾図書館 O（＊図書館案内／＊

OPAC＋リンク集／データ
xース／慶磨アーカイブ）

O（図書館案内ノ利用案内） ○（＊利用案内ノオンライ

塔潟Nエスト）

O（＊図書館案内）

明治大学図書館 O（www－oPAcノ電子図
相ﾙ／＊デジタル情報源
ﾄ内）

○（図書館利用案内／卒業

ｶの方へ／学外者の方へ／

Jレンダー／＊デジタル
﨣�ｹ案内）

各分館の下 O（図書館刊行物／＊図書
ﾙ利用案内（各館の紹介））

且教大学図書館 O（蔵書目録検索ノ学外の

?走ﾚ録／モパイルサービ
X（mobiIe　OPAC）ノ＊弔」行

ｨ等（OPAC検索ガイド））

。各分館の下。トップペ各分館の下一

`．』行物等）一ジにはカレンダーとア．　　　　　　　　　　　．クセスマップのみ　　　1　　　　　　　　　l。、、学外者の方マ㌧、、学夕蘭方へ、。図1。、、図書館案内、図書館

法政大学図書館 O（蔵書目録検索ノデータベース／パスフアインダー

m利用ガイド）
郷勢一図書館∵館案二二＝＝㍗ユ

H⊥　　　　　　I　　、、　　　」　　　＾　　1一十↓　　　　、 （　。　．　　Hム＾｛　＾　キー I＝一“　⊥　　。’。＾　　’、　　1＋　↓一■

東京都立大学付属図書
館

○（蔵書検索備報検索）

横浜市立大学学術情報
センター

O（＊利用案内臓書検索ノ
資料案内／オンライン情
報検索借料案内）

同志社大学総合情報セ；
ンター

○（＊図書館の利用）

立命館大学総合情報セ
ンター

関西大学図書館

関西学院大学図書館

○（＊Guides）

O（図書館案内）

○（利用案内／＊学

一ピス／市民，学夕

者の皆様）

繁練∵；輸㌶1㍗し歴史、総合情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1センター報〕

ご　一肌’1土’1川坦日　I1川ミ巨甘丁

間一覧ノ施設案内マップノ

お問い合わせ先）

』館大学総合情報セ O（情報検索サービス） O（＊利用者サービスノ ○（＊利用幸

一 開館スケジュール／規定 MyLibmry）
利用要項等）

■大学図書館 O（＊図書館案内備報 O（＊図書館案内～ iオンライ
検索） ガイド）

一学院大学図書館 ○（＊情報検索／デジタル 　　　　　　　　一　1O（＊図書館の利用
一（＊図書自

ライブラリ） ド） ド）

コンの利用／ネットワークー

の禾I」町マルチメディア

環境／マニュアル・手続
き・規程／開館・開室時＝

注1

柱2

柱3

注4

○（＊利用者サービスノ

MyLlbmry）

鴛：1線∵；ll；ll㍍ll）

○｛概要／千一」行物等〕

○（＊図書館案内）

○は「当てはまる」△は「」部当てはまる」をあらわす。

実際のトップページ上の項目名が異なる場合は括弧で注記した。

複数の下部項目に分かれている場合は「ノ」で示した。

より大きな共通の項目に含まれている場合は「＊」で示した。

○（プロフィール）
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表2　大学図書館トップページの現状調査（「内容」）
指針 5　＿ユー 6　大学ト 7　サイト 8　著作権 9　学内の lOリンク集 11OPAC検 12カレンダ 13大学情報 14英語ぺ

ス ツプベージ 内検索ホッ ジ関連情報 ほかの図書 索窓 一 システム部 一ジ
へのリンク クス・サイ の表示 館へのリン 署へのリン

トマップ ク ク

優先度 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2

北海道大学 ○（お知ら ○ ○（ホームヘ O（＊リンク O O O
附属図書館 せ） 一ジの構成） 集）

東北大学附 O（お知ら ○ O（サイトマ ○（著作権・ O ○（＊情輸 △（＊利用案 ○（情報シ O
属図書館 せ） ップノサイト リンクにつ 索） 内（図書館カ ナジーセン

内検索） いて） レンダー）） ター）

東泉大学総 ○ ○ ○（SiteMap） （＊利用案内 O（東呆大’’ ○（調べもの ○ ○（情報基盤 ○

合図書館 （問い合わ 附属図書館 リンク集） センター）
先）） 総合図書館

国際資料室

名古屋大学 ○（N’uLNE一 ○アイコン ○（サイト内 O（著作権お ○（国際経1 O ○ △当日の開 O
附属図書館 WSノ学内分 で表示 検索） よびリンク 動態研究セ 館時間

館＆各図書 について） ンター図書
室情報） 室）

兄都大学附 ○（NEWS） ○ O（サイトマ （電話鷹子 ○（外国雄誘 O △（＊NEWS O
属図書館 ツブ） メール〕 センター館 （開館日程表））

大阪大学附 O ○ メールアド ○分館など O（リンク） ○（サイバー ○

属図書館 レス メデイアセ
ンター）

九州大学附 ○（News／ ○ ○（サイト ○（ホームヘ ○各分館 ○（Li血s） ○ △当日の開 ○（情報基盤 ○

属図書館 Topics） マップ） 一ジのご利 館時間 センター）

用にあたっ
て）

東呆都正大 ○（お知ら ○ 住所，TEL 分館なし ○（＊情報 △リンクの
学付属図書 せ） FAX 索） み（図書館カ

館 レンダー）

横浜市立大 ○（Co・t・nts） ○ （EMAIL） ○（学術情 αリンク △（＊利用案

学学術情報
○（＊学術情

センター・ 内） 内（カレンダ 報センター
センター 関連機関ホ 一）） 関連機関ホ

一ムページ 一ムページ）

名古屋市止 ○（お知ら ○（Back ○（Si屹Map） メールアド ○（＊図書 ○（各種情 各分館の下 ○（＊情報シ ○
大学総合情 せ） Home） レス サービス） 源へのリン
報センター

ステム部門）
ク

大阪市立大 ○ O O（＊利用 ○ △リンクの O（学術情報 ○

学学術情報 内） み 総合センタ
総合センタ
一ライブラリ

一Top）

一サービス

早稲田大学 ○（Wh・tIs ○ ○（水べ一ジ O（Lib・a・ies） ○（＊情報 利用案内の O
図書館 New？） の著作権， 索） 下

使用許諾条
件，掲示責
任者の表示

慶魔義塾図 ○（新着信 ○ ○（サイト内 ○（著作権お ○（＊学内リ O（＊0PAC △（＊0PAC △（＊図書館 ○（＊学内 O
書館 報） 検索／サイト よびリンク シク） 十リンク集） 十リンク集） 案内（開館カ リンク）

マップ） について） レンダー））

明治大学図 O（図書館二 ○ ○ 図書館利用 ○（＊デジタ △リンクの ○

書館 ユース） 案内の下 ル情報源案 み

内ノリンク）

且教大学図 ○（Wh刮tIs ○ ○（著作権と O（皿散大H O（リンク） O △（＊利用案 ○

書館 New） リンクにつ 各図書館） 内）

いて）

法政大学図 ○（News） ○ ○（サイトマ メールアド ○ O（＊データ △（＊蔵書目 △（＊Infor一 ○

書館 ツブ） レス べ一ス（イン 録検索） mti㎝（開館
ターネット 日程））

文献探索））

同志社大学 ○（お知ら ○ ○（総合情報 ○（しのサイ △アイコン） △リンクの
総合情報セ せ） センターサ トについて で表示（蔵書 み（開館・開

ンター イトマップ） ※大学HP 検索D00R 室時間」覧）

体を対象

立命館大学 ○（WhatIs ○（T・p） TEL O（図書館 △（＊情報検 △リンクの ○（情報シス ○

総合情報セ New！） 等） 素サービス み（開館スゲ テム）

ンター 選択） ジュール）

関西大学図 ○（What’s ○ サイトマッ メールアト O（各種情 △リンクの
書館 neW） 表示はある レス 報） み（開館日程

がリンクなし

関西学院大 O（wh田t．s ○ O（サイト ○（連絡先 ○（神」コニ ○ △リンクの O
学図書館 New） 内検索） とアクセス 田キャンバ み（開館の日

マップ） ス図書メデ 時）

イア館）
一

注1

注2
注3
柱4

○は 「当てはまる」△は「一部当てはまる」をあらわす。

実際のトップページ上の項目名が異なる場合は括弧で注記した。

複数の下部項目に分かれている場合は「／」で示した。

より大きな共通の項目に含まれている場合は「＊」で示した。
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大学図書館トップページのガイドライン

　　　　　　　　表3

大学図書館トップページのガイドライン

　　　1．2版（更新12004－ll－Ol）

「大学図書館トップページのガイドライン」指針全文

’＞

優先度 日　針
　　　　　　　　　　　　　　　　1q図書館資料＞　図書館が所蔵する資料について，検索

ツール，オンラインで利用できる一次情報，コレクショ

ン案内などを提供する。

（一） 1
蔵書検索，アークベース，電子ンヤーナル、■暇

資料リスト，電子化資料（貴重書など），

解説 コレクション案内，文献探索案内など。多様な図

書館資料を効率的に利用するための各種

ツールをこのカテゴリーにまとめる。

＜利用　内＞　来館して利用する人のため，図書館の利

用やアクセスの方法についてわかりやすく案内す乱

（2） 1
貸出冊数・期間，外部利用者への不1」用　内，開館

解説 カレンダー，フロアマップ，アクセス情報，連絡

先など。図書館を利用する際の基本的な情報をご

のカテゴリーにまとめる。

＜サーピスー覧〉　図書館の窓口で行っているサービス

を案内し　ウェブページ上でも依頼を受け付ける。
〔3〕 1 ILL，複写，予約，購入希望，レファレノスなど，

解説 発展的なサービスの案内。ウェブページからの各

種依頼受付はこのカテゴリーに入れる。

〈図書館紹介〉　図書館の概要や利用統計などを公開し，

盾動内容をアピールする。
（4〕 2 図書館概要，　種統計，図書館報など。利用に直

解説接関わらないPR的な情報は，このカテゴリーに
まとめる。

谷〉

（5〕

優先度 針

＜ニュース〉　図書館サービスの変更・追加など，速報

　の求められる情報を提供する
，J’ I

解説
図書目からのお　bせ，過去のお　りせ，　　履
歴など。

学のトップベージヘリングさせる。

大学図書館は学習，教育，研究を支援する重要な
（6〕 1

解説
機関であり，また．図書館サイトから大学全体の

トップページに向かうことも多いので，このリン

クは　不可欠である。

サイト　素ボックスとサイトマップ　設置　る。

（7） 1
利用者が自分の冒葉で図書館サイトに掲載されて

解説いる情報を探せるように，サイト内検索ボックス

とサイトマップを用意する。

乍権関連育　を　示する。

図書日サイトに掲　されている情　や画傑の利

（8〕 1
用条件，リンクする時の条件，図書館サイトの掲

解説載内容を利用する際の情報を表示し，さらに図書

館サイトに関する質問を受け付けられるように連

絡先を表示する必要がある。

子　の他の図書目　　ヘリノクさせる。
（9〕 1 解説τて膿塁そポッ享㍗ズ㍍㌘碧

＜リンク〉学の図書，他の学や関連関．
（1O） 2 重情報源へのリンクを示して，ウェブサイトの利用価値

を高める。

説リ彌一蔵状況　迅速に調べられるよっ，トップページ上に

PAC検索窓などを用意する。

（11〕 2 は　要な　　のひとつであり，トンプペ

解説 一ジに0PACの検索窓を設けるか，または検索画
面へのリンクを独立した項目として用意すること

が望ましい。

カレンダー　　不　る。
（12〕 2 　　間い口わせが　い図　　の開日日，開　　間　が解説わかるように当該月のカレンダーを表示する。

学の情　シスァム部署ヘリングさせる。

学ネットワークハ］ド，図目が是、る
（13） 2 解説

データベース等（ソフト）のどちらのトラブルで

も図書館トップページから連絡先等の情報を入手

できるよう，大学の情報システム部署ヘリングさ
せる。

語へ一ジ　用．、る。
（14） 2 解説弩τ生などへの　rと・世界に口けた膚発信を　　行っため。

一　■ 優先度 一一w　針　一一■一一一　■一一一

トノ　ペ＝珊蓄麓打丁歪研＝ヲ「
移動等の基本操作を統一し，統一感を持たせる。

（15）　1
デザイノ　危　　、　果　に　一感服

解説 目が美しいだけでなく，利用者にとっても何かど

こにあるかどのように操作すれば良いのかがわ
かりやすい。

ッ　ペーソはスタロ］ルす珊日一
うにする。

■』　のハノコノの固　　　　を師「
（16） 1 ロールすることなく一一覧可能にする。コンパクト

解説にまとめることによってトップページの内容が整
@　現され，必要な情報も探しやすい。ウインドウサ

イズを変えても表示が崩れにくいレイアウトを心
がける。

一 トノ　ベーンのコノ畷目でご瓶［丁
下位に 分類される項目は大項目のもとに明示する。

（17）　1
コンァンツ　…　し，　1」　が’める　　に谷

解説
にたどり着くためには，大見出しだけではなく，
そのグループに含まれる項目もトップページに明
示されることが重要である。

子　から一1用で　よいアークベースよ’，利用に」限の
あるコンテンツはその旨明示する。

（18〕，　1 ウェブページはその　同ヒ上，口で　　ミ」からで

解説アクセス可能であるため，学外からの利用に制限
があるコンテンツはその旨明示する。

■」　のやさ【．、し，リストやアゴン　いて

（19）　2
適切に項目を配置し　画像や色を必要以上に多用しない。
解説見や　くイいやす∵・デザイノ的に優れたトップ　　ページは，利用者に強くアピールするものである。

PAC　の　　　弼｛20〕　2
ニュースなどはトップページの上部に表示する。

解説燃暮1こ鰯書伝え～の五元たい情報
1。 qのドッ　ペーシや　子の　の　　’のドッ　ページ

デザイン・校章・スクールカラーなどで統一感を持たせ

（21〕　2 る。

解説騨一難鱗嶋享るテため・’の連

　　　　　⊥1指■針　L」　　　」

ぺ＝珊蓄蒲千丁下⊥弼「
　　　　　　　　　　　　一感服

ぺ一ソはスタロ］ルす珊日一

価〉

優先 指　　針
ブフウザのバージョンや　フクインよ“に　　　る
lash　J田w　sc㎡1などや　高度な技術は使わない。

（22〕 1 ドッ　ペーシは，　Il　のアクセス駅　に　　し
解説ないで表示可能なべ一ジとし，さらにメンテナン

スを容易にする。

ファイル谷夏の　　い面　は　わ　，　た，一．、、　よタグ

を挿入する編集ソフトの使用を避け，ファイルの容量は
小さくする。

（231 1 プフウサでの読み’み　　はや　行尺るよっに
し，メンテナンスを容易にするためである。画像

解説 は，表示サイズに合わせて画像編集ソフトなどで
フ7イル容量を小さくしておく。しかし，写真な
どは訴求力を高めるため使用したほうがよい。

一　　I　　－　　1　一

メンァテンスが谷　よよつに、一ったデザイン，　　な

｛24〕 1

階層構造，複雑なファイル構成にしない。

@　　日’　が父　して　日常　にメノァナノス田
解説はうにしておく左臥経費がかさみ・変更に時間　　1のかかる外注を行わずにメンテナンス可能とする

ため。

アクセス　　を竹っ。
（25〕 1 解説撃の瓢姜㍍姜燃；目理にはアクセスロ

一　■　0　　■　一　■

アクセノピリァィやのウェブペーソ・研丁ノクが不

（26） 2 便なフレームなどの機能は使わない。

解説箒三長締長鮒酪し11こ㍍乞1・
ン　ベーンはスタイルノードよ　　　いて　や　い

斥とする。ただし、あまり小さいサイズの文字は指定し
ない。

…丁「ツ　ベーンは一める　　が木しや　い　小

6
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シク」は，大学トップページや学内のほかの図書館

へのリンクと比較すると，掲載しているところは少

ない。しかし，ほとんどの大学図書館では，学内ネ

ットワークに接続されたパソコンやデータベースな

どを利用に供しているはずである。したがって，ネ

ットワーク関係のトラブルや質問などに主に対応す

る，図書館以外の部署の連絡先も表示しておくこと

が望ましいだろう。

　「8：著作権関連情報の表示」については，ガイ

ドラインにおいて優先度が高いものであるが，明示

している図書館は3分の1ほどで，ほかはメールア

ドレスや問い合わせ先へのリンクを載せるのみであ

った。

　「1O：リンク集」「14：英語ぺ一ジ」は3分の2

以上の図書館で掲載されており，ウェブサイトの利

用しやすさや価値の向上が図られている。「7：サ

イト内検索とサイトマップ」は，約半数の図書館で

両方またはいずれかが掲載されていた。

　「11：0PAC検索窓等」は，独立した項目として

表示しているのは3分の1ほどであった。特定の分

類の下位項目として掲載しているところは多いが，

初めてトップページを見る場合には目につきにくい

可能性がある。「12：カレンダー」は，カレンダー

そのものを表示しているところは少ないが，当日の

開館時間が表示されている場合にはある程度利用者

の便宜を満たしているとも言える。所蔵調査や開館

日・時間は，利用者から電話などで問い合わせを受

けることが多い。「構成」の各分類中の要素と重複

しているため優先度は2であるが，トップページ上

の見つけやすい場所に表示することで，利用者が必

要な情報を探しやすくなるだろう。

3．3　「表示・レイアウト」

　利用者が求める情報を探しやすい，また，デザイ

ン的にも優れたトップページとなることを目指した

指針である。ウェブサイト全体のデザイン・操作の

統一，トップページのどこにどんな情報が置かれて

いるがが一目でわかるような一覧性など，主にユー

ザビリティに関わるものは，ウェブサイトの使いや

すさに直結するため，優先度は1とした。その上で，

掲載内容の配置，色や画像の使い方，大学のウェブ

サイトとの共通イメージの演出など，デザイン的に

優れたトップページとするための指針を示した。

　ウェブサイトの価値は掲載内容にあるとは言え，

初めて訪れた利用者が実際にそのウェブサイトを利

用するかどうかは，トップページのデザインから得

る印象に大きく左右される。内容への興味をかきた

てるような，デザイン的に優れたトップページとす

ることで，利用者に大学図書館サイトの存在を強く

アピールすることができるだろう。

3．4　　「才支稀〒」

　トップページはウェブサイトを利用する際最初に

表示されるぺ一ジであり，多くの人に利用されるた

めには，どんな利用環境でも快適に表示されること

が必要である。また，更新の早さや経費の面から，

外注せず図書館員自身でメンテナンス可能なものに

しておくことが望ましい。このような観点から，特

殊な機能の不使用やメンテナンスが容易なべ一ジ作

りなどを指針として取り上げた。

　後述する「ユーザビリティ」「アクセシビリティ」

への配慮は，ウェブページを作成する際の重要な課

題である。ガイドラインにすべてを反映することは

難しいが，「表示・レイアウト」グループと共に，

最低限必要な部分には言及している。

4．「大学図書館トップページのガイドライン」への

反響と今後の展望

　2004年6月28日，ガイドライン1版をウェブサ

イトにて公開した。公開より原稿執筆時（2004年9

月現在）までにいくつかの貴重なご指摘をいただき，

それぞれ検討した上で，随時ガイドラインの修正・

更新作業を行っている。具体的には優先席順の並べ

替え，項目の名称変更，事例追加などを行った。

　また，「表示・レイアウト」や「技術」に関して

は，いただいたご指摘をもとに1．2版（2004年9月

27日公開）に反映した。ウェブページを作成する際

には，使いやすさ，学習しやすさ，操作の効率性な

どの「ユーザビリティ」と併せて，どんな人にも使

えるかどうかの「アクセシビリティ」などを考慮し

なければならないだろうm〕。例えば「日本工業規格

（JIS）JISX8341－3：2004　高齢者・障害者等配慮設

計指針一1吉報通信における機器，ソフトウェア及び

サービスー第3部：ウェブコンテンツ」1■コでは“5．2

構造及び表示スタイル”において“d）表組みの要

素をレイアウトのために使わないことが望ましい”

とされ，表の要素や属性をレイアウト目的で使用し

た場合，音声ブラウザが作成者の意図しない順序で

読み上げる可能性があるため，読み上げ順序を考慮

して表の要素を用いることの配慮が求められてい

る。

　ウェブページの大きさについては，パソコンの画

面解像度が1024×768ピクセルが大勢となっている

状況1！」でも，800×600ピクセルヘの配慮も必要に

なる。また，携帯端末向けのウェブページの作成も

必要な場面があろう。
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　さらに，利用者の使っているパソコンの性能や，

ウェブページを利用するスキルのレベルヘの配慮も

必要になる。

　このように課題は尽きないが，もとより，今回作

成したガイドラインは完成形ではない。ウェブサイ

トでの公開から3ヵ月で，ガイドラインはすでに2

度の修正・更新作業を行った。今回の報告により，

さらにご指摘をいただければ幸いである。

　今後も，寄せられたご指摘や利用者の嗜好の変化，

技術環境の進展などに応じて，修正を重ねていきた

い。そして，この「大学図書館トップページのガイ

ドライン」が，各大学図書館トップページの改善・

発展に資するものとなることを願って止まない。
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＜2003．lO13　受理　さとう・ちはる　慶磨義塾大学文

学研究科図書館・情報学専攻情報資源管理分野，もり

しま・ももこ　同左，さとう・くにこ　同左，はせが

わ・とよひろ　同左，うえだ・しゅういち　慶歴1義塾

大学文学部＞

SAT0，C㎜1m！MORISH㎜A，Momoko！SAT0，Km止。！臥SEGAWA，Toyo阯m！U8DA，Sh㎜c阯

Gmide1j11esfor血ePm1tPagesofU血v㎝5i蚊Li㎞町Websi廊

Abs血㏄t：Many　academic1ibrarians　have　been　creating　their　officia1websites　individually，without　any　specific　m1es，

Nowadays　the　websites　need　to　include　more　infomation，and　also　shou1d　be　attmctive　for　the　users．Also，the　fmnt

page　shou1d　be　more　unique　to　represent　the　university1ibmry．There　shou1d　be　a　higher　st～mdard　for　creating　better

fmt　pages1We　researched　and　ana1yzed　the　front　pages　of　major　university1ibraries，and　as　a　resu1一，we　createdメ

GuideIines　for　the　Front　Pages　ofUniversity　Library　Websites、モIt　con－ains28items　which　divided　into4categories　are：

structure／organization，contents，display刈ayout，and　techno1ogy．

KeW㎝出：University　Libmries／Websites／Top　Pages／Guide1ines／Intemet／Library　Semices
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